
各
地
域
で
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
な
ど

地
元
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
中
、

８
月

日
、
岸
田
総
理
は
次
の
自
民
党
総

裁
選
に
立
候
補
し
な
い
意
向
を
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

岸
田
総
理
は
３
年
間
で
、
少
子
化
対
策

や
防
衛
力
強
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
等
の

内
政
課
題
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
や
日
韓
関
係
改
善
等
の
外
交
課
題
に

果
敢
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
物

価
高
騰
対
策
や
賃
上
げ
、
日
経
平
均
株
価

な
ど
目
に
見
え
る
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ら

れ
た
実
績
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
岸
田
内
閣
に
お
い
て
、
文
部
科

学
大
臣
政
務
官
兼

復
興
大
臣
政
務
官
と

し
て
４
０
０
日
間
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
指
導
賜
り
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

に
と
っ
て
も
、
現
職
総
理
と
し
て
初
め
て

Ｆ
１
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
や
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

ｅ
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
も

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

先
月
の
エ
チ
オ
ピ
ア
に
続
き
、
今
月
は

自
民
党
青
年
局
国
際
部
副
部
長
と
し
て
台

湾
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
年
５
月
の
訪
台

は
役
員
の
み
で
し
た
が
、
今
回
は
各
県
連

青
年
局
の
有
志
と
共
に
約

名
を
超
え
る

訪
問
団
と
な
り
ま
し
た
。

自
民
党
青
年
局
は
、
１
９
６
７
年
以
来
、

こ
れ
ま
で
台
湾
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
頼
清
徳
総
統
、
蕭
美

琴
副
総
統
を
は
じ
め
、
立
法
院
長
、
首
長

や
党
首
な
ど
の
皆
様
と
会
談
の
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
４
月
３
日
の
大
地

震
の
被
災
地
・
花
蓮
に
も
訪
問
し
、
現
場

を
視
察
し
お
話
を
伺
う
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
過
去
、
最
も
良
好
な
関
係
と
言
わ
れ

る
日
台
関
係
で
す
が
、
災
害
な
ど
の
困
難

な
時
に
助
け
合
う
「
善
の
循
環
」
の
友
好

関
係
を
さ
ら
に
発
展
、
そ
し
て
深
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
度
の
自
民
党
の
一
部
派
閥
の
政
治

資
金
不
記
載
を
端
に
発
し
た
問
題
に
よ
り
、

深
刻
な
政
治
不
信
を
招
き
ま
し
た
。
今
回

の
自
民
党
総
裁
選
は
、
自
民
党
が
そ
の
重

い
責
任
を
自
覚
し
て
再
生
す
る
こ
と
を
党

内
外
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
機
会

と
捉
え
て
い
ま
す
。

８
月
下
旬
時
点
で
既
に
何
人
か
の
方
が

総
裁
選
出
馬
を
表
明
さ
れ
、
報
道
量
も
多

く
世
間
の
関
心
の
高
さ
も
感
じ
る
一
方
で
、

皆
様
か
ら
「
自
民
党
は
本
当
に
変
わ
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
？
」
と
い
う
視
線
も
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
「
政
治
は
国
民
の
も
の
」
と

い
う
立
党
宣
言
に
立
ち
戻
り
、
国
民
の
皆

様
の
幸
福
と
利
益
の
た
め
に
奉
仕
す
る
真

の
国
民
政
党
・
自
由
民
主
党
の
新
た
な

リ
ー
ダ
ー
に
誰
が
相
応
し
い
の
か
を
、
開

か
れ
た
総
裁
選
を
通
じ
て
皆
様
と
共
に
議

論
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
内
で
も
国
外
で
も
現
地
現
場
主
義
を

大
切
に
、
一
意
専
心
、
引
き
続
き
日
本
国

と
国
民
の
皆
様
の
た
め
に
尽
力
し
て
参
り

ま
す
。
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２

年
７
月
９
日
生
ま
れ
。

歳
。
豊

橋
南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。

歳
、
レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
。

歳
、
単
身
渡
欧
。

歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド

ラ
イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。

歳
、
帰

国
後
、
医
療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。

医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ

ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就

任
。
２
０
１
９
年
第

回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
（
比
例
代
表
）
に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。

２
０
２
１
年
第

回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代

表
）
に
自
民
党
公
認
で
立
候
補
し

初
当
選
。
前
文
部
科
学
大
臣
政
務

官
兼
復
興
大
臣
政
務
官
。
現
在
、

国
連
世
界
食
糧
計
画
国
会
議
員
連

盟

事
務
局
長
、
自
由
民
主
党
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟

事

務
局
長
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
た
め
の
国
産
バ
イ
オ
燃
料
・

合
成
燃
料
を
推
進
す
る
議
員
連
盟

事
務
局
次
長
な
ど
を
務
め
る
。
日

本
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話

す
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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青
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に
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台

湾

訪

問
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70



台北市災害防災センターを視察。災害
対応は日台両国共通の課題であり、相
互に支援し合い、両国の防災能力向上

に努めます。

豊橋市制施行日記念式典に出席。また豊橋市
勢功労者表彰及び、豊橋市教育・スポーツ・
文化表彰も開催され、祝辞を述べさせて頂き
ました。今を生きる私たちが、未来の世代へ
繋いでいく役割を果たしていく思いを改めて

強くいたしました。

東京MXテレビ「テリー土屋のくるまの話」
に出演。土屋圭市さん、テリー伊東さん、竹
岡圭さんらと、モータースポーツの未来を語
り合い、さらに20年ぶりに筑波サーキットを

実際に走行しました。

愛知芸術高等専修学校にて、「夢を実現さ
せるために」をテーマに講演させて頂きま
した。生徒さんからの活発な質疑応答にも
お答えさせていただきました。少しでも夢
を実現するための力になればと思います。

令和6年能登半島地震に関する被災者支援募金への協力のお願い

【令和６年能登半島地震被災者支援募金口座】

金融機関：北國銀行県庁支店
口座番号：（普）２８５９３
口座名義：石川県令和6年能登半島地震災害義援金

本年1月1日、能登半島を震源とする最大震度7を記録する地震が発生しました。
石川県はじめ広範囲に及ぶ被災地は、家屋の倒壊、火災など甚大な被害を
受けております。

どうか皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

愛知県戦没者追悼式に出席。ご遺族代
表者の方のお話も伺い、今日の我が国
の平和と繁栄は、苦難の歴史の上に築
かれたものであることを改めて認識し、
敬意と感謝と共に献花いたしました。

牛川校区・吉田方校区・花田校区等
の夏祭りでご挨拶させて頂きました。
大人も子供もみんなで輪になって踊
る盆踊り。久しぶりに浴衣姿で皆さ

んと一緒に踊りました。

豊橋市社会福祉大会に出席。いきいきフェ
スタでは、市内の小中学生の書道やポス
ターの素晴らしい受賞作品やボッチャ体験、
バザーなど開催され活気に溢れていました。
点字体験では、点字で名前を書きました。

蔣万安台北市長を囲んで自民党愛知県
連青年局の仲間とともに。蔣介石総統
の曽孫で、史上最年少で台北市長に就

任されました。

1月の能登半島地震の際に、多大な寄付金
や支援を行ってくださった慈善団体「台湾
仏教慈済慈善事業基金会」を訪問。持ち運
び可能な避難所用テントや折り畳みベッド、

非常食について説明を受けました。
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